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＜連絡事項＞

・木村　美智子様の処遇検討協議会が下記の通り実施予定となっています。

会議日時：12/11（木）　14:00～15:00

場所　：青南病院2階会議室
・1/1のリネン交換はお休みとなりますが、伝票は通常通り提出して下さい。

・お正月前の物品納品は、業者発注が12/18（火）が年内の締め切りとなりますので、血糖測定チップやガーゼなどお正月に使用すると思われるものについては、12/13（木）までにオーダリングにて発注して下さい。トイレットペーパーなどの消耗品は、お正月期間は通常通りとなりますので、まとめて発注しないようにしてください。
＜患者様連絡事項＞

· 山口　慶一様～家族面談の日時を確認し、12/12（金）の希望聞かれています。担当医へ日時

の確認を行ってください。

· 谷地　正男様～4日間下痢が続いており、夜間の便失禁あり。未消化便が見られ本人から腹痛

の訴え聞かれている事から、本日昼から下記処方となっています。排便状態の確認と下痢に伴う症状の観察を行っていきましょう。

処方：ロペラミドカプセル（1）1Cap 1×朝食後　

· 飯田　修子様～カロナール（200）2T　1×疼痛時/10回分処方。

· 夏坂　節子様～本日排便-8日目。本日の入浴後に少量の排便があり、便意はあると話されて

います。硬便の訴えがあり、本日分のアローゼン2Pと本日昼よりマグミット（330）3T 3×ndEが処方となっています。下痢時にはマグミット除剤可の支持受けています。

· 佐々木　兼太郎様～下肢の浮腫見られる事から、本日馬渡Drよりフロセミド（20）1A側管

から静注の指示あり実施。又、点滴が12/1 14：00までの分が内容変更し処方となっています。尿量測定し、IN・OUTの管理を行っていきましょう。

· 中道　繁様～昨日の採血結果異常値見られ、17：50当直医（田名部Dr）へ報告。側管より

抗生剤点滴処方、食事は11/29朝まで食止めの指示あり。本日、馬渡Drへ報告。12/1（月）の昼まで食止めし、点滴4本24時間キープの指示を受けている。痰鳴あり咳嗽見られるが、自己排痰出来ず吸引施行。酸素飽和濃度は吸引にて維持されている。

＜身体拘束・隔離室入室患者様ケース検討＞

・宮地　久美子様～躁状態にて迷惑行為の可能性が高い為、終日隔離継続中。
夫様面会に来られており、穏やかに会話されている。興奮なく、自室では殆ど臥床されている。引き続き精神症状を確認して行きましょう。

· 澤口　直美様～躁状態にて迷惑行為の可能性が高い為、終日隔離継続中。

　　　　　　　　　殆ど自室で臥床されており、対面時の多弁さも見られない。

　　　　　　　　　引き続き、精神状態を観察して行きましょう。

· 池野　功一様～興奮、不穏状態強く幻覚妄想症状に左右され、迷惑行為があるため身体拘束

継続中。クロザリル服用中。対面時、大声での妄想発言聞かれ、内服薬や食事の拒否が続いている。クロザリルは粉砕し注射器にて服用する。指示の点滴施行時にも、強い抵抗見られ、疎通も困難。

引き続き精神状態と食事の摂取を観察していきましょう。

· 和田　昌　様～興奮、気分の高揚から迷惑行為におよぶため終日隔離中。

　　　　　　　　　要求時、ドア蹴りが見られているが対面時は表情・口調共に穏やか。洗面時には退室して日課行うが、他者干渉あり介入要している。

　　　　　　　　　引き続き、精神状態を観察していきましょう。

・木村　格治　様～躁状態で他者への迷惑行為多くトラブルの可能性が多い為、終日隔離継続中。

　　　　　　　　表情硬く、要求は頻回に聞かれるが、易怒性はなく、口調も穏やか。

　　　　　　　　引き続き、精神状態と身体状況と観察していきましょう。

・佐々木兼太郎様～点滴自己抜去の恐れあるため身体拘束継続中。

　　　　　　　　　眠気の強い様子あり朝食摂取・朝食後薬の内服困難。昼より期限良好で午後には車椅子にて離床。午後のご家族面会時には少量だが食事摂取出来ており、内服も行う事が出来ている。今朝排便見られているが、粘血便見られない。

　　　　　　　　　引き続き精神状態と便の経過観察していきましょう。

・木谷　金作様～転倒の危険性高く、転倒予防のため身体拘束（体幹のみ）継続中。介入への強い拒否見られ、介入者への暴力行為見られている。声かけへの反応は良く、食事は介助にて摂取している。体動活発でベッド上での起き上がりや拘束を抜け出す事見られ、見守り・介入要している。

引き続き身体症状観察し、転倒注意し見守りを行っていきましょう。

